
人が集い、想いを紡ぎ、新しい流れをつくるまち 9
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命を守る
「私が」「私たちが」



大
正
11
年
（
1
9
2
2
年
）
9
月
1

日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
34
年
（
1
9
5
9
年
）

９
月
26
日
の
伊
勢
湾
台
風
で
は
戦
後
最
大

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
由

来
と
な
り
、
9
月
1
日
が
「
防
災
の
日
」

と
定
め
ら
れ
、
9
月
1
日
を
含
む
1
週
間

が
「
防
災
週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
8
月
30
日
（
月
）
～
9
月
5
日
（
日
）

が
「
防
災
週
間
」
で
す
。

「
防
災
の
日
」
と
「
防
災
週
間
」
は
、

一
人
一
人
が
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
、
そ
れ
に
対
処
す
る
備
え
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
大
国
で
あ
る
日
本
。
毎
年
の
よ
う

に
、
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

災
害
に
み
ま
わ
れ
る
た
び
に
、
災
害
に

対
す
る
備
え
を
し
よ
う
と
、
私
た
ち
は
決

意
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
災
害

の
な
い
日
が
続
く
と
備
え
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
く
の
も
事
実
で
す
。

自
分
や
家
族
の
た
め
に
。
地
域
の
た
め

に
。
災
害
時
に
何
が
で
き
る
の
か
、
日
頃

ど
ん
な
備
え
が
で
き
る
の
か
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

42広報ありだがわ　2021.9



特
集命

を
守
る

 「
私
が
」「
私
た
ち
が
」

防
災
の
考
え
方
に
は
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
が
あ
り
ま
す
。「
災
害
時
は
役
場

や
警
察
、
消
防
が
助
け
て
く
れ
る
」
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
災
害
が
発
生
す

る
と
、
役
場
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
「
公

助
」
は
限
定
的
に
し
か
機
能
せ
ず
、
災
害

の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
機
能
は
低
下

し
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
「
自
助
」、
共
に
助
け
合
う
「
共
助
」

が
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。写真：平成 30 年（2018 年）の台風 21 号では

有田川町でも大雨による土砂災害で道がふさ
がれたり、暴風により樹木や電柱が倒れ、停電、
断水が続いたりと、大きな被害を受けました。
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災
害
時
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、

自
分
で
な
ん
と
か
す
る
、と
い
う
「
自
助
」

が
基
本
で
す
。
も
し
自
分
が
逃
げ
遅
れ
た

り
、
救
助
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
り
す

る
と
、
助
け
に
来
て
く
れ
る
人
ま
で
危
険

に
さ
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分
を
守
る

こ
と
で
、他
人
も
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
今
も
し
被
災
し
た
ら
、
自
分
や
家
族

は
ど
う
な
る
？
」。
1
人
に
ひ
と
つ
の
命
、

失
え
ば
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、命
を
守
る
た
め
に「
も

し
も
」を
想
定
し
た
避
難
・
備
え
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
「
備
え
す
ぎ
」
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
災
害
は
必
ず
起
こ
る
」

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
災
害
時
に
い
つ

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
常
に
物
と
心
、
両

方
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
一
人
の
備
え
と
意
識
の
変
化
が
、

自
分
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
人
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食糧や
消耗品を

多めに買う

「少なくなってきたな」と
思ったら買い出しへ

日常生活で
消費する

少し多めの状態をキープ

 「
も
し
も
」に
備
え
る

　
　
～
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
～

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
土
砂
災
害
や
津

波
、
浸
水
な
ど
に
つ
い
て
、
被
害
の
想
定
範

囲
や
規
模
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
を

示
し
た
地
図
の
こ
と
で
す
。

日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
を
認
識
す
る
な
ど
、
自

分
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
お
よ
ぶ
の

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
際
に
避

難
場
所
ま
で
歩
い
て
み
る
と
地
図
か
ら
は
分

か
ら
な
い
「
危
険
」
が
見
え
て
き
ま
す
。
災

害
時
に
通
行
で
き
な
く
な
り
そ
う
な
場
所
は

な
い
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
実

際
に
避
難
場
所
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
ア
プ
リ
「
あ
り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」

か
ら
、各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水・土
砂・

た
め
池
）
が
確
認
で
き
ま
す
。
紙
媒
体
が
必

要
な
場
合
は
、
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
を
備
え
る

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、物
資
が
不
足
し
、

交
通
網
の
寸
断
な
ど
に
よ
り
物
資
が
入
っ
て

こ
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
各
家

庭
で
、
最
低
3
日
～
1
週
間
程
度
の
家
族
全

員
分
の
備
蓄
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
備
蓄
品
」
は
、
普
段
食
べ
て
い
る
食
糧

な
ど
を
多
め
に
買
っ
て
お
き
、
賞
味
期
限
の

近
い
も
の
か
ら
消
費
し
、
そ
の
都
度
補
充
し

て
い
く
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
で
簡

単
に
備
え
ら
れ
ま
す
。
食
糧
の
ほ
か
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
消

耗
品
も
一
緒
に
備
蓄
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
自
宅
が
損
傷
し
て
も
取
り
出
せ
る
場
所

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
際
、
当
面
必
要
と
な
る
最
低
限

の
も
の
を
詰
め
た
「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
の

準
備
も
大
切
で
す
。
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
持
ち

出
し
や
す
い
バ
ッ
グ
に
ま
と
め
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

性
別
や
年
齢
な
ど
に
よ
り
、
一
人
一
人
に

必
要
な
も
の
は
異
な
り
ま
す
。
災
害
時
、
自

分
や
家
族
に
と
っ
て
必
要
な
物
は
何
か
考
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

特集
命を守る

「私が」「私たちが」

自分を
守る

備
蓄
品
の
考
え
方

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
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移動

転倒

建
物
の
耐
震
化

平
成
7
年
（
1
9
9
5
年
）
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の
大
部
分

が
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
で
す
。
倒

壊
被
害
は
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
年
）
以
前
の
建

築
物
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
56
年

（
1
9
8
1
年
）
以
前
建
設
の
建
物
は
、
特

に
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
お
り
、
住
宅
の
耐
震
化
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受
け
、

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

有
田
川
町
で
は
対
象
と
な
る
住
宅
で
の
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
、
耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
に
対
し
、
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
補
助
対
象
や
要
件
な
ど
の

詳
細
は
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
・
撤
去

過
去
の
災
害
で
、
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
壊
し
、
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き

に
な
っ
て
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
人
的
被
害
以
外
に

も
、
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
・
消
火

活
動
を
妨
げ
ま
す
。

普
段
身
近
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
、
災
害

時
に
は
、
誰
か
の
命
を
奪
う
凶
器
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
凶
器
に
し

な
い
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
・
撤
去

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

有
田
川
町
で
は
、
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
火
対
策

地
震
の
後
、
恐
ろ
し
い
の
が
火
災
で
す
。

火
災
は
、
周
り
に
も
被
害
を
与
え
て
し
ま
い

ま
す
。
震
災
時
の
火
災
の
主
な
原
因
は
通

電
火
災
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

に
よ
る
出
火
で
す
。
漏
電
遮
断
器
や
感
電
ブ

レ
ー
カ
ー
な
ど
の
装
置
を
利
用
し
、
コ
ン
ロ

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
器
具
の
周
り
に
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
た
り
、
地

域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
し
て
、
火
災

発
生
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
で
対
応
で
き
な
い
場

合
の
逃
げ
道
も
、
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
具
を
凶
器
に
さ
せ
な
い

地
震
災
害
で
の
負
傷
者
の
約
3
割
か
ら
5

割
が
、
家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
に

よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
負
傷
し
な
く
て
も

家
具
な
ど
に
逃
げ
道
を
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
し
も
の
時
、
家
具
を
凶
器
に
さ
せ
な
い

た
め
に
、
ま
ず
は
配
置
を
見
直
し
、
次
に
転

倒
防
止
の
家
具
固
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
日

頃
か
ら
部
屋
に
物
を
置
か
な
い
、
出
し
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
な
ど
の
心
が
け
も
大
切
で
す
。

有
田
川
町
で
は
、
家
具
転
倒
に
よ
る
被
害

の
防
止
と
軽
減
を
図
る
た
め
に
家
具
固
定
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務
課

（
吉
備
庁
舎
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配慮が必要な方の備蓄品

女性　高齢者乳幼児ペット

□生理用品
□紙ショーツ

【このほかにも…】
　職場でスカートやパンプス
を着用している方は、長ズボ
ンとスニーカー・靴下を職場
に備えておくなどの工夫を。

□おかゆなどの
　軟らかい食品
□入れ歯用洗浄液

【このほかにも…】
　補聴器を利用されている方
は補聴器用の電池の用意も忘
れずに。

□スティックタイプの
粉ミルク

□離乳食　□おもちゃ
□乳幼児用の菓子類
□お尻拭き　□おむつ
□抱っこひも

□ペット用食料・水
□ペット用トイレ
□ペットゲージ
□ペット用おもちゃ

家具が転倒・移動することで
出口がふさがれてしまいます。

「木造住宅無料耐震診
断事業」「ブロック塀
等撤去事業補助」に
ついて、22 ページに
記載しています。
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「
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時
、
行
政
に
よ

る
公
的
な
力
、
ま
た
は
個
人
の
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」。
こ
れ
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
最
大
の
教
訓
で
す
。
災
害

の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
行
政
自
体

が
被
災
し
て
機
能
が
麻ま

痺ひ

す
る
よ
う
な
状

況
に
な
り
、
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
自
身

や
地
域
で
の
助
け
合
い
と
い
っ
た
「
自
助
」

「
共
助
」
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
共
助
」
と
は
、
災
害
時
に
ま
ず
自
分
自

身
や
家
族
の
安
全
を
確
保
し
た
後
に
、
近
所

や
地
域
の
方
々
と
助
け
合
う
こ
と
で
す
。
災

害
時
に
円
滑
に
助
け
合
い
が
で
き
る
よ
う

に
、日
頃
か
ら
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
し
、

助
け
合
え
る
関
係
を
築
い
た
り
、
避
難
行
動

が
困
難
な
方
な
ど
を
把
握
し
、
支
援
方
法
を

考
え
た
り
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

な
ど
に
積
極
に
参
加
し
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
力
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特集
命を守る

「私が」「私たちが」

「災害時協力井戸」の登録
　近年多発している大規模災害時に水道が長時間ストップした場合、生活用水
を確保することは非常に困難です。そこで、町内の井戸を「災害時協力井戸」
として登録させていただき、災害による断水時に活用できる制度を設けていま
す。井戸を所有されている方は、ぜひ登録にご協力をお願いします。

●災害時協力井戸とは
　井戸の所有者の善意で、災害時の断
水の際に無償で供用できる井戸のこと
です。生活用水（トイレや清掃など）
としての使用に限ります。

●登録できる井戸
・災害時に無償で井戸水の提供ができ
ること。
・町内に所在し、屋外などの使用しや
すい場所にあること。
・井戸水をくみ上げるためのポンプま
たはつるべなどがついていること。
・町民などに周知ができるよう、井戸
の所在地など、必要な井戸情報の公
表に同意できること。

・認識しやすい場所に、町から配付す
る標識（看板）を掲示できること。

●登録までの流れ
①登録申出書を水道課に提出
※町ホームページからダウンロードで
きます。

②井戸の現地調査
※水質検査を行います。水質検査は登
録決定する際の
1回のみです。

③登録通知書の送
付・登録標識（登
録看板）の設置

④登録情報の公表

避難の際には「黄色い旗」を立てて
　災害が発生した際、町民の皆さまには避難をお願いすることがあります。「黄
色い旗」は災害が発生し避難をする際、玄関先に旗を立てていただくことで、
家族全員が無事に避難したことを周囲に伝えるためのものです。逆に、避難の
必要がある状況で旗の立っていない世帯（家）には、声をかけて避難を促しま
しょう。
　転入などでこの旗をお持ちでない場合は、やすらぎ福祉課（金屋庁舎）まで
お問い合わせください。

地域を
守る

地
域
と
人
を
知
る

～
地
域
は
地
域
で
守
る
～
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「
助
け
る
」
と
い
う
の
は
、
実
際
に
手
を

差
し
出
し
て
命
を
救
う
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
隣
近
所
の
安
否
確
認
を
し
た

り
、
避
難
を
す
る
と
き
に
声
を
掛
け
た
り

す
る
こ
と
も「
助
け
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

普
段
か
ら
近
く
に
体
の
不
自
由
な
人
や

高
齢
者
、
病
気
の
人
が
い
れ
ば
、
さ
り
げ

な
く
見
守
り
、
声
を
か
け
る
。
ま
た
、
自

分
自
身
が
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
元
気
で

あ
れ
ば
要
配
慮
者
の
代
わ
り
に
助
け
を
求

め
た
り
通
報
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。災

害
時
に
は
ご
近
所
や
地
域
の
つ
な
が

り
と
い
っ
た
「
互
近
助
」
が
多
く
の
命
を

助
け
る
こ
と
に
結
び
つ
き
ま
す
。「
公
助

で
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
共
助
で
や
る
」

「
地
域
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
地
域
が
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と

一
人
一
人
が
積
極
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

頼
り
に
な
る
の
は

 「
互ご

き
ん
じ
ょ

近
助
」さ
ん

「避難行動要支援者」登録対象者
①65歳以上の一人暮らし高齢者
②65歳以上の高齢者のみの世帯の人
③介護保険法に基づく要介護認定において要介護３以
上の判定を受けている人
④身体障害者のうち障害者手帳を有する者で、障害の
程度が１級又は２級の人
⑤知的障害者のうち療育手帳を有する者で、障害の程
度がＡ判定の人
⑥精神障害者のうち精神障害者保健福祉手帳１級の交
付を受けている人
⑦特定疾患医療受給者証を受けている難病患者、小児
慢性特定疾患医療受給児
※上記に該当する人で、かつ下記項目に該当する人が
対象になります。
・在宅の人であって、災害時に自力避難が困難な人
・自身の避難支援に係る個人情報を自治会などへ提供
することに同意した人

登録申請の方法
　やすらぎ福祉課（金屋庁舎）、もしくは自治会、民生
委員・児童委員、自主防災組織代表者へご連絡ください。
　その後、町の調査員が自宅を訪問し、申請書の作成
をお手伝いし、登録を行います。
※すでに登録済みの方は再登録不要です。

「避難行動要支援者」の登録
　近年の大規模災害における犠牲者の多くは、高齢者や障害者などの「要配慮者」です。有田川町では、そのよう

な人の情報を事前に登録し、自治会、民生委員・児童委員、自主防災組織などと共有して、災害対策に役立てています。
　災害時、地域内での避難支援活動を円滑に行うためには、自治会などを中心とした近隣の助け合いが大切です。
日頃から要配慮者の所在把握や、避難支援の体制づくりに取り組むことが、地域の防災・減災につながります。

地域の絆で要配慮者を守ろう
「個別避難支援計画（個別計画）」の作成
　避難行動要支援者名簿に登録されている要配慮者の
うち、家族以外の第三者の支援がなければ自力避難が
困難とされる在宅者を個別計画対象者とし、個別計画
を作成します。
　個別計画とは、個別計画対象者に避難情報などを伝
えたり、避難所までの支援を誰がするのかを事前に定
め、避難支援を迅速に行うためのものです。

●個別計画作成方法
　個別計画対象者と自治会、
民生委員・児童委員、自主防
災組織などが相談しながら個
別計画を作成します。

ご理解ください
　この制度は、あくまで地域住民が共に助け合う「共助」
のもとに行われます。
　災害時には避難支援者も被災することが考えられま
す。必ず支援が受けられるとは限らず、支援者が責任
を負うものではありません。
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家
族
会
議
を
開
こ
う

　
　
～
家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
～

NTT 災害用伝言ダイヤルの
利用方法

【録音方法】
①「171」をダイヤル。
②「1」（録音）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電

話番号を入力。被災地以外の
方は、被災地の方の電話番号
を市外局番から入力。

④音声メッセージを録音。

【再生方法】
①「171」をダイヤル。
②「2」（再生）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電

話番号を入力。被災地以外の
方は、被災地の方の電話番号
を市外局番から入力。

④録音内容を確認。

災害用伝言板（携帯電話）の
利用方法

【登録方法】
①「災害伝言板」を選ぶ。
②「登録」を選ぶ。
③伝えたい項目を選ぶ（「無事で

す」「避難所に居ます」など）。
コメントを入力することもで
きます。

④「登録」を選ぶ。

【確認方法】
①「災害掲示板」を選ぶ。
②「確認」を選ぶ。
③安否確認したい相手の携帯電

話番号を入力する。
④「検索する」を選ぶ。
⑤確認したい安否情報を選択す

る。

災
害
時
の
行
動
や
安
否
確
認
の
方
法
、

集
合
場
所
な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
か
。
家

族
み
ん
な
が
一
緒
の
時
に
、
災
害
が
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
避
難
場
所

は
ど
こ
だ
ろ
う
」「
み
ん
な
が
離
れ
ば
な

れ
の
と
き
に
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
す

る
？
」
な
ど
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
安
否
確
認
・
伝
言

災
害
発
生
時
に
は
、
被
災
地
へ
の
通
話

が
集
中
し
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
帰
宅
困

難
者
が
発
生
し
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
む
や
み
に
移
動
せ

ず
、
安
全
を
確
認
し
た
う
え
で
、
職
場
や

外
出
先
な
ど
に
留
ま
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
安
心
し
て
留
ま
れ
る
よ
う
に
、
あ

ら
か
じ
め
家
族
と
話
し
合
っ
て
、
複
数
の

連
絡
手
段
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
N
T
T
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

「
１
７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
案
内
に

従
っ
て
録
音
や
再
生
を
し
ま
す
。
１
回
に

録
音
で
き
る
の
は
30
秒
ま
で
。
必
要
な
情

報
の
み
を
簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
保
存
期
間
は
48
時
間
で
す
。

●
災
害
用
伝
言
板
（
携
帯
電
話
）

携
帯
電
話
各
社
に
よ
る
文
字
を
使
っ
た

安
否
情
報
確
認
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
携
帯
メ

ニ
ュ
ー
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
登
録

画
面
に
ア
ク
セ
ス
し
て
使
用
し
ま
す
。

お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
利

用
の
た
め
の
表
示
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●
S
N
S
の
活
用

電
話
と
比
較
し
て
利
用
で
き
る
可
能

性
が
高
い
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。

S
N
S
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

特集
命を守る

「私が」「私たちが」

家族を
守る

48広報ありだがわ　2021.9



防災ありだがわ　身を守るカード

私の連絡先など

名前

住所

電話

持病など

「171」の登録先
電話番号（自宅）

集合場所
・避難場所

連絡を取り次いで
くれる人

名前

連絡先

家族や
安否確認を

取りたい人の
連絡先

名前

電話

メール

名前

電話

メール

名前

電話

メール

防災ありだがわ　身を守るカード

私の連絡先など

名前

住所

電話

持病など

「171」の登録先
電話番号（自宅）

集合場所
・避難場所

連絡を取り次いで
くれる人

名前

連絡先

家族や
安否確認を

取りたい人の
連絡先

名前

電話

メール

名前

電話

メール

名前

電話

メール

▼家族で決めておく連絡のルール。この用紙に記入して切り取り、いつも持ち歩きましょう。

グ
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
利
用
に
よ
っ
て
、

誰
で
も
情
報
発
信
・
収
集
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
遠
く
の
知
り
合
い
を
通
じ
た
安
否
確
認

被
災
地
で
は
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
被
災
地
以
外
の

知
り
合
い
に
自
分
の
状
況
を
伝
え
、
家
族

の
安
否
確
認
を
行
う
こ
と
も
有
効
な
手
段

で
す
。

こ
の
場
合
、
災
害
時
優
先
電
話
と
な
る

公
衆
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
伝
言
メ
モ
を
残
す

通
信
機
器
の
電
池
が
切
れ
た
場
合
の
手

段
も
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
あ
ら
か

じ
め
、
家
族
と
伝
言
メ
モ
を
残
す
場
所
を

決
め
て
お
き
、災
害
時
に
は
そ
の
場
所
に
、

安
全
で
あ
る
こ
と
や
避
難
先
を
記
入
し
た

ガ
ム
テ
ー
プ
や
付ふ

箋せ
ん

を
貼
る
こ
と
で
家
族

の
行
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

外
か
ら
見
え
る
場
所
に
メ
モ
を
残
す

と
、
空
き
巣
被
害
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
家
族
な
ど
関
係
者
だ
け
が
見
ら

れ
る
屋
内
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家族と話した

内容について、

書き留めて

持ち歩くための

用紙を
掲載します。
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NTT 災害用伝言ダイヤルの利用方法
【録音方法】
①「171」をダイヤル。　②「1」（録音）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電話番号を入力。被災地以

外の方は、被災地の方の電話番号を市外局番から入力。
④音声メッセージを録音。

【再生方法】
①「171」をダイヤル。　②「2」（再生）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電話番号を入力。被災地以

外の方は、被災地の方の電話番号を市外局番から入力。
④録音内容を確認。

災害用伝言板（携帯電話）の利用方法
【登録方法】
①「災害伝言板」を選ぶ。　②「登録」を選ぶ。
③伝えたい項目を選ぶ。　④「登録」を選ぶ。

【確認方法】
①「災害掲示板」を選ぶ。　②「確認」を選ぶ。
③安否確認したい相手の携帯電話番号を入力する。
④「検索する」を選ぶ。
⑤確認したい安否情報を選択する。

NTT 災害用伝言ダイヤルの利用方法
【録音方法】
①「171」をダイヤル。　②「1」（録音）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電話番号を入力。被災地以

外の方は、被災地の方の電話番号を市外局番から入力。
④音声メッセージを録音。

【再生方法】
①「171」をダイヤル。　②「2」（再生）を押す。
③被災地の方はご自宅などの電話番号を入力。被災地以

外の方は、被災地の方の電話番号を市外局番から入力。
④録音内容を確認。

災害用伝言板（携帯電話）の利用方法
【登録方法】
①「災害伝言板」を選ぶ。　②「登録」を選ぶ。
③伝えたい項目を選ぶ。　④「登録」を選ぶ。

【確認方法】
①「災害掲示板」を選ぶ。　②「確認」を選ぶ。
③安否確認したい相手の携帯電話番号を入力する。
④「検索する」を選ぶ。
⑤確認したい安否情報を選択する。

避
難
場
所
を
決
め
る

家
族
が
別
々
の
場
所
で
被
災
し
た
時
に
、

ど
こ
で
集
合
す
る
の
か
、
ど
こ
に
避
難
す

る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
の
か
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
く
こ
と
で
、
被
災
時
に
落
ち
着
い

て
家
族
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
防
災
さ
ん
ぽ
」
を
し
て
み
よ
う

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
想
定

し
て
、
避
難
場
所
ま
で
の
ル
ー
ト
や
避
難

場
所
確
認
す
る
「
防
災
さ
ん
ぽ
」
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
し
て
、
避

難
所
の
場
所
と
避
難
ま
で
に
ど
れ
だ
け
時

間
が
か
か
る
の
か
、
途
中
に
危
険
な
場
所

は
な
い
か
な
ど
を
事
前
に
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
避
難
所
ま
で
の
経
路
を
複
数

知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

▼カードの裏側、空いたスペースはメモなどにお使いください。
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緊
急
時
に
は
、
早
く
・
正
確
に
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
ー
ル
で
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
事

前
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
の
う

ち
に
登
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

放
送
・
音
声

●
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

●
広
報
車
に
よ
る
巡
回

メ
ー
ル

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
／

有
田
川
町
内
に
在
町
の
皆
さ
ま
の
携
帯

電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

※
一
部
端
末
で
は
受
信
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。

●
有
田
川
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。

・
登
録
／
「bousai.aridagaw

a-tow
n@

raiden2.ktaiw
ork.jp

」
に
空
メ
ー
ル

●
和
歌
山
県
防
災
わ
か
や
ま
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
／
事
前
に
登
録
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
が
配
信
さ
れ

ま
す
。

・
登
録
／
「regist@

bousai.pref.w
aka 

yam
a.lg.jp

」
に
空
メ
ー
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
緊
急
情
報
」

●
町
公
式
S
N
S

●
ヤ
フ
ー
（
天
気
・
災
害
）

●
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
キ
キ
ク
ル
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ

●
あ
り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
／
有

田
川
町
公
式
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
防
災
ア
プ
リ
で
す
。
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
や
防
災
マ
ッ
プ
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
行
政
情
報
の
配
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
）
／
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
防
災

情
報
が
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
に
よ
り
届

き
ま
す
。

そ
の
他

●
テ
レ
ビ
わ
か
や
ま
デ
ー
タ
放
送
／
テ

レ
ビ
わ
か
や
ま
放
送
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」

か
ら
、防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
停
電
情
報
／
関
西
電
力
送
配
電
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
関
西
停
電
情
報
ア
プ
リ

で
確
認
で
き
ま
す
。

弾道ミサイル落下時の行動について
弾道ミサイルは、発射からわずか 10 分もしないうちに到達する可能性があります。ミサイルが日本に落下する可能性が

ある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「J アラート」を活用して、防災行政無線でサイレン音とともにメッセージ
を流すほか、緊急速報メールなどにより緊急情報をお知らせします。

弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します。
●日時／ 10 月 6 日（水）11:00 ～
※この訓練は、国からの緊急情報を Jアラートを介し、自動で住民へ伝達を
行うもので全国一斉に実施されます。防災行政無線などの情報配信を実施し
ますが、訓練ですので実際の情報と取り違えないようにご注意ください。

緊
急
時
に

情
報
を
受
け
取
る

とるべき避難行動
①建物の中に避難
②地面に伏せて頭を守る
③窓から離れる

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

411 広報ありだがわ　2021.9



有田川町結婚相談所推進委員へ感謝状を贈呈

写真 ( 左から ) ＝中山 正隆町長、藤岡 辰夫さん、栗生 恵さん、
星田 光司さん、森田 耕司さん

有田川町結婚相談所推進委員として長年に
渡り活動・貢献された 4 人の皆さまに、結婚
相談所の解散に伴い、7 月 21 日（水）に町長
から感謝状と記念品を贈呈しました。

平成 19 年（2007 年）に「有田川町農業者
年金協会結婚相談所」が設立され、平成 22
年（2010 年）からは「有田川町結婚相談所」
として、推進委員の皆さまには婚活イベント
の企画や運営、相談などを担っていただきま
した。長い間、誠にありがとうございました。

写真 ( 左から )
＝有田川町長 中山 正隆、近畿大学 学長 細井 美彦氏

近畿大学と包括連携協定締結
7 月 26 日（月）に「有田川町と近畿大学と

の連携・協定に関する包括連携協定」を締結
しました。

この協定により、近畿大学生石農場で生産
される「近大おいし鴨」を有田川町のふるさ
と納税の返礼品とするなど、有田川町と近畿
大学が相互に連携・協力し地域の資源を生か
して町の活性化が進むことが期待されます。

食生活改善推進員名誉会員賞を受賞
吉井朝子さんが満 90 歳を迎え、7 月 19 日（月）

全国食生活改善推進協議会から表彰されました。
長年にわたり食生活改善推進員として、栄養・運

動・休養の調和を基本とする健康づくり活動や、生
活習慣病を予防するための食習慣の普及活動に尽力
されてきました。

今後のご活躍を祈念しております。

写真＝吉井 朝子さん（右下）と有田川町食生活改善推進
協議会の役員の皆さま
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「おたっしゃさ～ん 第 1 号」
「おたっしゃさ～ん 第 1 号」として登場してく

れた小畑清子さん。あれから 3 年がたち、104 歳に
なった現在を取材しました。

家の 2 階の窓から景色を眺めることが好きで日
課になっていた小畑さん。今も自分で階段を上がっ
て眺めているそうです。また、お孫さんから農業
に使う手袋や手さし、ヤッケのほつれ直しを頼ま
れることもあるそうで、「頼りにしてくれると嬉し
いよ」と針に糸を通して見せてくれました。

元気に過ごすために普段から心掛けていること
は“朝と夕方の NHK テレビ体操を続ける”“「腹は
立てず。あったことはあったことと思い、くよく
よせず前向きに」と思い過ごす”ことだと教えて
くれました。

生活支援コーディネーター NPO 法人 ひだまりの和
生活支援コーディネーターとは、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための応援団です。
地域での「支え合い」や「助け合い」により、“誰かが誰かを気にかける社会”を一緒に考え、実践して

いきましょう。また、介護のこと終活のことなど、なんでも相談をお受けしています。

事務所が金屋文化保健センター3階に移転しました！

開所日：月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　13:00 ～ 16:00
　※訪問に出ることがあります。
　　来所の場合は事前にお問い合わせください。
　   ☎ 32-2234（曜日・時間を問いません）

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！ 
～これからも現役！いつまでも現役！～

小畑 清子　さん（104 歳）
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誰
に
相
談
し
ま
す
か
」
の
問
い
（
複
数
回

答
可
）
に
は
、
親
や
兄
弟
姉
妹
等
家
族
が

58
．3
％
、
配
偶
者
が
54
．8
％
、
友
人
・

知
人
が
34
．8
％
と
な
っ
て
お
り
、
誰
も

が
近
し
い
人
か
ら
自
殺
の
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。（
有
田
圏
域
い
の
ち
支
え
合
い

プ
ラ
ン 
平
成
31
年
（
2
0
1
9
年
）
3

月
策
定 
よ
り
）

 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
は
、周
り
で
悩
ん

で
い
る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞

い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、見
守
る
人

の
こ
と
で
す
。一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
担
う

こ
と
が
自
殺
予
防
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
も
、ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
役

割
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
気
づ
き
／
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
な

ど
の
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付
い
て

声
を
か
け
る
。

・
傾
聴
／
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳

9
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」

か
ら
1
週
間
は
、
自
殺
予
防
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
の
「
自
殺
予
防
週
間
」

で
す
。自
殺
の
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
中
、

今
後
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
自
殺
リ
ス
ク
が
高
ま
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
今
ま
で
自
殺
し
た
い
と
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
身
近
な
人

に
、
自
殺
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
経
験
は

あ
り
ま
す
か
。

平
成
30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）
に

有
田
郡
市
在
住
の
20
歳
以
上
の
住
民

2
0
0
0
人
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
「
こ
れ
ま
で
自
殺
を
し
た
い
と
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
、
有
田

川
町
で
は
15
．9
%
の
方
が
「
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
自
殺
し
た
い

と
思
う
ほ
ど
の
悩
み
を
抱
え
た
時
は
誰
か

に
相
談
し
ま
す
か
」
の
問
い
に
37
．3
％

の
方
が
「
す
る
」、
13
％
の
方
が
「
し
な

い
」、
35
．7
％
の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
自
殺
し

た
い
と
思
う
ほ
ど
の
悩
み
を
抱
え
た
時
は

を
傾
け
る
。
ま
た
、
相
手
を
思
う
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
。

・
つ
な
ぎ
／
こ
こ
ろ
の
病
気
や
社
会
的
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す
。

・
見
守
り
／
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

こ
の
よ
う
に
話
を
聞
き
、
一
緒
に
考
え

て
く
れ
る
人
の
存
在
は
悩
ん
で
い
る
人
の

孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
を
与
え
ま
す
。
し
か

し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
人
自
身
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
健

康
管
理
、
悩
み
相
談
も
大
切
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

有
田
川
町
で
は
自
殺
対
策
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
」を
平
成
26
年
度（
2
0
1
4
年
度
）

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
た
め
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
年
度
は
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）

1
月
頃
に
開
催
予
定
で
す
。
ご
自
身
や
周

り
の
方
の
心
の
健
康
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

相
談
窓
口

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
各
種
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
わ
か
ち
あ
い
の
会
「
う
め
の
花
」

・
対
象
／
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
方

・
参
加
費
／
２
０
０
円

※
一
時
保
育
あ
り（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

※
初
参
加
の
方
は
申
し
込
み
が
必
要

●
自
死
遺
族
相
談
（
個
別
相
談
）

・
対
象
／
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
方

※
相
談
無
料
・
予
約
必
要

●
薬
物
依
存
当
事
者
と
家
族
の
個
別
相
談

・
対
象
／
薬
物
依
存
症
、
覚
せ
い
剤
・
危

険
ド
ラ
ッ
グ
・
処
方
薬
な
ど
に
お
悩
み

の
方
や
そ
の
家
族

※
相
談
無
料
・
事
前
申
し
込
み
必
要

●
は
あ
と
ラ
イ
ン
電
話
相
談

・
対
象
／
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

方
、
大
切
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
方
、

依
存
症
・
嗜し

癖へ
き

な
ど
で
お
悩
み
の
方
や

そ
の
家
族

・
相
談
電
話
番
号
／
０
５
７
０
‐
０
６
４

‐
５
５
６
（
24
時
間
・
3
6
5
日
対
応
）

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
・
相
談

・
対
象
／
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
問
題
に

お
悩
み
の
方
や
そ
の
家
族

※
相
談
無
料
・
事
前
申
し
込
み
必
要

●
相
談
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
和
歌
山
市
手
平
2
丁
目
１
‐
２ 

県
民

交
流
プ
ラ
ザ
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
2
階
） 

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
１
９
４

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

大
切
な 

い
の
ち
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　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和3年（2021年）7月）

加入者数 7,538 人

支払額 2 億 8,956 万円

1 人当たりの医療費
3 万 8,413 円

（前年同月 3 万 4,811 円）

令和 2 年度（2020 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 30 日（木）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・乳房

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

9 月 2 日（木）、10 月 7 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

9 月 1 日（水）、10 月 6 日（水）
■場所／金屋文化保健センター
9 月 3 日（金）
■場所／清水保健センター

健康づくり講座 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 2 日（木）14:00 ～　城山出張所
■内容／今から "健

けん

口
こう

" アップ！
9 月 6 日（月）13:00 ～　金屋文化保健センター
■内容／栄養士に聞くお手軽♪減塩食
9 月 26 日（日） 9:30 ～　きび保健福祉センター
■内容／体スッキリ！お家でカンタン体操

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

9 月 2 日（木）金屋文化保健センター
9 月 6 日（月）清水保健センター
9 月 16 日（木）金屋文化保健センター

10 月 4 日（月）清水保健センター
10 月 7 日（木）金屋文化保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和3年（2021年）5月生まれ］
　9月 28日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和2年（2020年）10月生まれ］
　9月 7日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和2年（2010年）1月生まれ］
　9月 15日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和元年（2019年）6月生まれ］
　9月 22日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成30年（2018年）2月生まれ］
　9月 8日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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近
年
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
洪
水
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
自
分
や
家
族
を
守
る
た

め
に
、日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
く
持
ち
、

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
家
族
で
実
際
に
避
難
経
路
を
歩
い
て
み
る
。

・
実
際
に
歩
き
、
避
難
に
か
か
る
時
間
の

確
認
や
、
目
視
で
危
険
な
場
所
の
確
認

を
す
る
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ「
あ

り
だ
が
わ
防
災
・
行
政
ナ
ビ
」
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

危
険
物
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

換
気
状
態
の
悪
い
室
内
で
、
草
刈
り
機

用
の
混
合
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
を
誤
っ
て
こ
ぼ

し
、
拭
き
と
っ
た
後
に
蚊
取
り
線
香
に
火

を
つ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
気
化
し
た

燃
料
に
引
火
し
、
火
傷
を
負
う
と
い
う
事

故
が
町
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
、
保
管
す
る
際
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
取
り
扱
う
際
は
風
通
し
の
良
い
場
所
で

行
い
、
周
囲
に
火
気
が
な
い
か
な
ど
の

安
全
確
認
を
行
う
。

・
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
高
温
に
な

る
場
所
、
火
気
の
あ
る
場
所
に
は
保
管

し
な
い
。

・
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の
ふ
た
を
開
け
る
際

は
、
エ
ア
ー
抜
き
を
す
る
。

・
必
要
以
上
に
保
管
し
な
い
。

令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
上
半
期

（
1
月
～
6
月
）
の
救
急
出
動
件
数
は

5
8
2
件
、
搬
送
し
た
人
数
は
5
4
0

人
で
し
た
。
昨
年
の
同
期
間
と
比
較
す
る

と
増
加
し
て
い
ま
す
。

救
急
搬
送
人
数
を
年
齢
別
に
比
較
す
る

と
、
高
齢
者
が
3
6
3
人
と
最
も
多
く
、

全
体
の
67
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

成
人
は
1
3
8
人
、
少
年
は
21
人
、

乳
幼
児
は
18
人
、新
生
児
は
0
人
で
し
た
。

※
新
生
児
／
生
後
28
日
未
満

　

乳
幼
児
／
生
後
28
日
以
上
～
満
7
歳
未
満

　

少
年
／
満
7
歳
以
上
～
満
18
歳
未
満

　

成
人
／
満
18
歳
以
上
～
満
65
歳
未
満

　

高
齢
者
／
満
65
歳
以
上

備
え
る
防
災

救
急
出
動
の
状
況

令
和
3
年（
2
0
2
1
年
）1
月
～
6
月

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

皆
さ
ま
は
、
災
害
が
起
き
た
ら
ど
こ
に

避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
こ
が
危
険
な

の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
ら
を
知
ら

な
い
と
、
災
害
時
に
安
全
に
行
動
で
き
ま

せ
ん
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
落
ち
着
い
て

身
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
自
宅
の
位
置
を
確
認
し
、
し
る
し
を
つ

け
る
。

・
自
宅
の
位
置
と
併
せ
て
、
危
険
な
場
所

も
確
認
す
る
。

②
最
寄
り
の
避
難
場
所
を
確
認
し
、
し
る

し
を
つ
け
る
。

・
最
寄
り
の
避
難
場
所
だ
け
で
な
く
、
複

数
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。

③
避
難
経
路
を
考
え
る
。

・
危
険
な
場
所
を
避
け
、
安
全
な
経
路
を

考
え
る
。 火

災　
…　
17
件

救
急　
…　
6
9
6
件

救
助　
…　
3
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

7
月
末
現
在
の
出
動
件
数

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
だ
よ
り

成人
26%

（138人）

高齢者
67%

（363人）

少年
4%

（21人）

乳幼児　3%
（18人）

搬送人員
（令和3年1〜6月）

540人
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家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 3 年（2021 年）6 月／約 315 トン
前月から約 1 トンの減少

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境
センターで処理されており、その運営費の一部を分担金とし
て支払っています。分担金はごみ搬入量と人口に基づいて計
算されます。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

有
田
川
町
で
は
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

設
備
」、「
太
陽
熱
温
水
器
」
導
入
に
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
エ
コ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
エ
コ
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
補
助
制
度

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備（
10　
kw
未
満
）

を
新
設
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方
で
、
本
年
度
中
に
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
、
完
成
時
に
当
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方

・
補
助
額
／
最
大
出
力
に
１
kw
あ
た
り

4
万
円
を
乗
じ
た
額
、
上
限
は
12
万
円

（
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
で
計
算
）

 

太
陽
熱
温
水
器
等
導
入
補
助
制
度

太
陽
熱
利
用
機
器
（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器

な
ど
）
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助

し
ま
す
。

・
対
象
者
／
町
内
に
太
陽
熱
利
用
機
器
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
事
業

者
・
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費

用
の
3
分
の
1
以
内
、
上
限
10
万
円

※
た
だ
し
貯
湯
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る
タ

イ
プ
は
一
律
7
万
円

・
対
象
シ
ス
テ
ム
／
太
陽
熱
を
給
湯
ま
た

は
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
設
備
で
未
使

用
品
に
限
る
。
サ
ン
ル
ー
ム
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
く
。

太
陽
光
発
電
・

太
陽
熱
利
用
設
備
補
助
制
度

●
対
象
者
／
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
有
効
活

用
・
維
持
管
理
が
で
き
、
後
日
、
町
か

ら
の
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ

る
方

●
貸
出
数
／
1
世
帯
ま
た
は
1
事
業
所
に

2
基
ま
で

●
そ
の
他
／
貸
し
出
し
時
は
環
境
衛
生
課

（
吉
備
庁
舎
）
ま
た
は
清
水
行
政
局
建

設
環
境
室
ま
で
直
接
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
容
器
コ
ン
ポ
ス
ト

貸
与
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

愛犬を散歩させるときは、必ずリード
をつけましょう。十分にしつけられていれ
ばリードは不要ということではありませ
ん。どんなに人に慣れていて、訓練されて
いる犬だとしても、ノーリード（リードを
つけない、またはリードを外した状態）で
は通りすがりの人々に不安や恐怖を与え
てしまいます。ノーリードの結果、愛犬を
迷子にさせてしまったり、交通事故を引き
起こしたりする恐れもあります。

また、犬によ
る咬

こう
傷
しょう

事故も全
国で毎年発生し
ています。散歩
は必ずリードを
つけ、犬を制御
できる人が行い、
時間帯や場所も
配慮しましょう。

犬の散歩はリードをつけて！

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜
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問こども教育課（金屋庁舎）

～ビブリオバトルとは？～
ゲーム感覚を取り入れた、新しいスタイルの書評合戦。
バトラー（発表者）たちがおすすめ本を持ち寄り、1 人 5 分の持ち時間で本の内容を紹介した後、バトラー

とオーディエンス（観客）が一番読みたくなった本（チャンプ本）を多数決で決定する。

ビブリオバトルの有田郡大会に向け、吉備中学校・石垣中学校・金屋中学校・八幡中学校でデモンストレー
ションを行いました。デモンストレーションでは学校の先生、学校図書館司書、教育委員会職員 2 人の計４
人がバトラーとしておすすめ本を発表し、生徒たちがオーディエンスになり、3 分間のディスカッションタ
イム（質問・応答）の後にチャンプ本を決めました。

9 月 23 日（木・祝）に地域交流センター（ALEC）で行われる有田郡大会では、参加希望の生徒たちがバトラー
となっておすすめ本を発表し、チャンプ本が決定されます。上位に入賞したバトラーは 12 月の県大会に出
場予定です。

吉備中学校 石垣中学校

八幡中学校金屋中学校

ビブリオバトルのデモンストレーション
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図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 9 月 14 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
　日程／ 9 月 5 日（日）・12 日（日）
　　　　　　 19 日（日）・26 日（日）

場所／ポッポ絵本館
時間／ 14:00 ～ 14:30

②日程／ 9 月 11 日（土）
場所／金屋図書館
時間／ 10:30 ～ 11:00

新着図書案内
■一般書
亜ノ国へ　…………………………… 柏葉幸子／著
ミラーワールド　………………… 椰月美智子／著
老いの道楽　………………………… 曾野綾子／著
還らざる聖域　……………………… 樋口明雄／著
原因において自由な物語　……… 五十嵐律人／著
サイレント黙認　…………………… 神津凛子／著
余命一年、男をかう　…………… 吉川トリコ／著

■児童書
どっちでもいい子
…………… かさいまり／作　おとないちあき／絵
ぼくは川のように話す
…… ジョーダン・スコット／文　シドニー・スミス／絵
子どもの本で平和をつくる イェラ・レップタンの目ざしたこと
……　キャシー・スティンソン／作　マリー・ラフランス／絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：10:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

9 月の臨時休館日はありません。
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

9 月の原画展
「はらぺこめがね原画展」

期間／ 9 月 3 日（金）～ 10 月 3 日（日）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

今月の移動図書館
9 月 8 日（水）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
　　　　　　　　し み ず 園　15:30 ～ 16:00
9 月 15 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
9 月 16 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
9 月 17 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

イベント

はらぺこめがねと一緒に
　　　はらぺこペーパーでお弁当をつくろう

日時／ 10 月 3 日（日）
　　　1 部：10:30 ～ 12:00　2 部：13:30 ～ 15:00
場所／ ALEC 研修室
定員／親子 15 組　※大人のみの参加もできます。
申込／ 9 月 3 日（金）10:00 ～ ※電話申込不可
申込場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止ま
たは実施内容が変更される恐れがあります。最新の
情報は、町ホームページをご覧いただくか、直接図
書施設にお問い合わせください。
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講
評

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
委
員
長

八
幡
中
学
校
校
長　

栃
﨑 
正
幸

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
中
学

生
が
日
頃
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
、
家
族

や
友
人
、
地
域
の
人
々
に
対
す
る
思
い
や

感
謝
、
あ
る
い
は
感
動
し
た
り
感
銘
を
受

け
た
り
し
た
経
験
、
さ
ら
に
は
将
来
へ
の

決
意
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
同
世
代
の
青
少
年
が
互
い

に
理
解
し
合
い
、
大
人
が
中
学
生
へ
の
正

し
い
理
解
を
深
め
、
郷
土
の
未
来
を
担
う

若
い
世
代
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
４
校
の
町
立

中
学
校
か
ら
全
6
1
9
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
選
出
し
た
25
作
品
か
ら

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
優
秀

作
品
を
選
び
、
8
月
21
日
（
土
）
に
は
優

秀
作
品
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
ど
れ
も
中
学
生
ら
し
い
は
つ

ら
つ
と
し
た
感
性
豊
か
な
文
章
で
つ
づ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
真
摯
な
対
応
を
す

る
医
療
従
事
者
や
S
D
G
s
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
対
す
る
思
い
を
つ

づ
っ
た
と
思
え
る
文
章
が
多
数
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
生
徒
の
作
品

は
、
自
分
の
経
験
し
た
こ
と
や
ニ
ュ
ー
ス

や
本
を
見
聞
き
し
た
体
験
を
通
し
て
感
じ

た
り
、
考
え
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
素
直

で
純
粋
な
熱
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
表
現
に
感
動
し
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ

ま
に
、
改
め
て
大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
さ
ら
に
進
み
、
感
染
が
終
息

に
向
か
う
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「
完
璧
主
義
と
戦
う
私
」

吉
備
中
学
校
１
年

江
川 

好
香

「
私
の
将
来
の
夢
」

吉
備
中
学
校
2
年

堂
前 

紀
恵

「
言
葉
の
大
切
さ
と
危
険
さ
」

吉
備
中
学
校
3
年

栗
栖 

奈
々

「
感
謝
と
は
」吉

備
中
学
校
3
年

中
山 

結
月

「
新
た
な
未
来
へ
向
か
っ
て
」

石
垣
中
学
校
2
年

畑
中 

望
来

「
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
」

八
幡
中
学
校
1
年

今
西 

由
美

「
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
」

八
幡
中
学
校
3
年

亀
井 

楓
花

優
秀
作
品
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
3
年
度 

青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催

有
田
川
町
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
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人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 9 月 16 日（木）13:00~16:00
●場所／城山出張所（旧城山西小学校）

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827

今
と
な
っ
て
は
番
組
名
や
チ
ャ
ン
ネ
ル

も
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
語
の
内
容

が
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
だ
っ
た
の
で
、
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
転
中
の
カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
、
ド
ラ
マ

が
流
れ
て
き
ま
し
た
。物
語
の
主
人
公
は
、

小
さ
い
頃
に
ハ
ン
セ
ン
病
の
強
制
収
容
所

に
送
ら
れ
、
現
在
も
そ
こ
で
生
活
す
る
高

齢
の
女
性
で
す
。

驚
い
た
の
は
、
行
き
先
を
告
げ
ら
れ
ず

だ
ま
さ
れ
た
よ
う
な
格
好
で
、
ハ
ン
セ
ン

病
強
制
収
容
所
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。
施
設
職
員
に
「
あ
な
た
の
お
う
ち

は
今
日
か
ら
こ
こ
よ
」
と
告
げ
ら
れ
た
と

き
は
、
ど
ん
な
心
持
ち
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を
送
り
出
し

た
後
の
両
親
の
す
す
り
泣
く
声
。
お
弁
当

を
持
た
せ
、
家
族
全
員
で
出
か
け
る
準
備

を
し
て
送
り
出
し
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も

の
親
心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

当
時
の
ハ
ン
セ
ン
病
隔
離
政
策
が
、
親

と
子
を
引
き
離
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

子
は
親
に
だ
ま
さ
れ
裏
切
ら
れ
た
と
恨

み
、
親
は
子
を
手
放
し
た
こ
と
を
悔
や
み

続
け
る
の
で
す
。「
も
う
こ
こ
の
暮
ら
し

に
慣
れ
ま
し
た
」
と
い
う
女
性
の
つ
ぶ
や

き
に
、
あ
き
ら
め
と
深
い
孤
独
を
感
じ
、

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。家

族
に
全
く
会
え
ず
、
人
権
も
無
視
さ

れ
た
一
生
。
実
際
に
こ
ん
な
目
に
遭
わ
れ

た
方
が
お
ら
れ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

当
人
は
ど
ん
な
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

か
。
誰
も
が
他
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。人

権
機
関
有
田
川
理
事　

白
藤 

勝
俊

 

ハ
ン
セ
ン
病
と
は

「
ら
い
菌
」
に
感
染
す
る
こ
と
で
起
こ

る
病
気
で
す
。
治
療
法
が
な
い
時
代
は
、

身
体
の
一
部
が
変
形
す
る
と
い
う
後
遺
症

が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
の
日
本
の
衛
生
状
態
や
医
療
状
況
、

生
活
環
境
で
は
「
ら
い
菌
」
に
感
染
す
る

こ
と
や
、
感
染
し
た
と
し
て
も
発
病
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行
え

ば
、
後
遺
症
を
残
す
こ
と
な
く
治
す
こ
と

が
で
き
る
病
気
で
す
。

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
か
ら

理
不
尽
な
人
権
無
視

正
し
く
理
解
で
き
て
い
ま
す
か
？

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と

 

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史

●
中
世
～
近
世
／
体
の
一
部
が
変
形
す
る

と
い
っ
た
後
遺
症
の
特
徴
な
ど
か
ら
、

偏
見
や
差
別
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。

●
1
9
0
0
年
代
～
1
9
4
0
年
代
／

患
者
を
強
制
的
に
収
容
し
、
療
養
所
か

ら
一
生
出
ら
れ
な
く
す
る
「
ハ
ン
セ
ン

病
絶
滅
政
策
」
が
行
わ
れ
、
偏
見
や
差

別
が
一
層
助
長
さ
れ
た
。

●
1
9
4
0
年
代
～
平
成
8
年
（
1
9
9
6

年
）
／
有
効
な
薬
が
開
発
さ
れ
、
治
療
法

が
確
立
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者

の
隔
離
政
策
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
た
。

●
平
成
8
年
（
1
9
9
6
年
）
～
／
「
ら

い
予
防
法
」
が
廃
止
さ
れ
、
患
者
隔
離

政
策
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

「
ら
い
予
防
法
」
に
よ
る
国
の
誤
っ
た

隔
離
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
20
年
以
上
が

た
っ
た
今
も
、
多
く
の
療
養
所
入
所
者
や

社
会
復
帰
者
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

偏
見
や
差
別
が
残
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
偏
見
や
差
別
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
相
手
の
人
権
を
尊
重
す

る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

と
理
解
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
が
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
第
一
歩
で
す
。

出
典
：
和
歌
山
県
人
権
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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まちのデータ
（令和 3年（2021 年）7月末日現在）

人口 2万 5,977 人
男 1万 2,308 人
女 1万 3,669 人

1 万 671 世帯

交通事故発生件数
（7月中、物損含む）

有田川町 45 件
死者 0人　負傷 0人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

9
月
の
行
政
相
談

●
9
月
15
日
（
水
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

建 

物

◆
◆
◆

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
事
業

●
補
助
内
容
／
無
料
で
木
造
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
お
住
ま
い
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
建
物
／
次
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
建
物
が
補
助
対
象
で
す
。

・
有
田
川
町
内
に
存
す
る
個
人
所
有
の
も

の
で
、申
請
者
が
対
象
建
物
を
所
有
し
、

居
住
ま
た
は
居
住
す
る
予
定
で
あ
る
も

の
。

・
平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）
5
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
専
用
住
宅
、
併

用
住
宅
（
延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1
以

上
を
住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も

の
）、
長
屋
ま
た
は
共
同
住
宅
。

・
地
上
階
数
が
2
以
下
か
つ
延
べ
床
面
積

2
0
0
㎡
以
下
の
も
の
。

※
枠
組
壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、
鉄
骨
造

等
と
の
混
構
造
、
建
築
基
準
法
旧
38
条

｝

の
認
定
工
法
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま

た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2

年
）
1
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
役
場
開
庁
日
に
伴
う
。

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

※
そ
の
他
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業
補
助

●
補
助
内
容
／
道
路
等
に
面
し
て
い
る
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す
る
場
合
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
「
道
路
等
」
と
は
、
国
・
県
・
町
が
管

理
す
る
道
路
（
里
道
な
ど
を
含
む
）・

そ
の
他
公
衆
の
用
に
供
す
る
道
路
で
あ

り
、
個
人
宅
へ
の
進
入
路
は
対
象
外
。

●
補
助
対
象
工
事

・
道
路
等
に
面
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
除
く
工

事
。
た
だ
し
、
一
部
を
取
り
除
く
場
合

は
道
路
面
か
ら
の
高
さ
を
60
㎝
未
満
に

す
る
こ
と
。

※
建
築
基
準
法
第
42
条
第
2
項
に
規
定
す

る
道
路（
後
退
義
務
道
路
）内
の
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
そ
の
全

て
を
撤
去
す
る
こ
と
。

・
有
田
川
町
内
に
本
店
を
置
く
事
業
者
に

請
け
負
わ
せ
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額
／
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に

要
す
る
費
用
ま
た
は
町
が
定
め
る
標
準

工
事
費
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
金
額
の

３
分
の
２
（
上
限
10
万
円
）

※
フ
ェ
ン
ス
・
門
扉
な
ど
の
撤
去
費
は
補

助
対
象
外
。

●
申
し
込
み
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

ま
た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）
ま

た
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2

年
）
1
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
役
場
開
庁
日
に
伴
う
。

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

※
そ
の
他
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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子
育
て

◆
◆
◆

令
和
4
年
度
（
２
０
２
2
年
度
）

保
育
所
入
所
案
内

●
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
保

育
所
入
所
申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

／
有
田
川
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）

4
月
か
ら
町
内
保
育
所
と
有
田
川
町
内

以
外
の
認
可
保
育
所
な
ど
へ
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
入
所
資
格
／「
保
護
者
が
働
い
て
い
る
」

「
病
気
の
状
態
で
あ
る
」
な
ど
、
家
庭

に
お
い
て
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
子
さ
ま
が
対
象

※
有
田
川
町
内
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
配
布

・
期
間
／
9
月
1
日
（
水
）
～

※
土
日
祝
を
除
く

・
場
所
／
一
覧
表
記
載
の
各
保
育
所
・
吉

備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
込
書
の
受
け
付
け

・
期
間
／
10
月
11
日
（
月
）
～
10
月
15
日

（
金
）

・
場
所
（
時
間
）
／
一
覧
表
記
載
の
各
保

育
所
（
開
所
時
間
内
）・
こ
ど
も
教
育

課
（
8
時
30
分
～
18
時
30
分
）

●
注
意

・
入
所
の
申
込
書
は
、
必
ず
入
所
予
定
児

童
1
人
ご
と
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
10
月
1
日
以
降
に
出
産
予
定
の
方

で
、
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）

の
途
中
で
仕
事
に
復
帰
す
る
な
ど
、
年

保育所一覧
保育所名 運営 対象年齢 開所時間 所在地 電話番号

藤並保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 土生 42-1 52-5369
きび森の保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 庄 814-1 22-3580
コスモス保育園 私立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 徳田 1080-3 52-3011
金屋第一保育所 公立 １歳児～５歳児 7:30 ～ 19:00 中井原 171 32-3784
金屋第二保育所 公立 ６カ月児～５歳児 8:00 ～ 17:30 小川 811-1 32-5055
金屋第三保育所 公立 ６カ月児～５歳児 7:00 ～ 19:00 吉原 805-1 32-2682

清水保育所 公立 １歳児～５歳児 8:00 ～ 17:30 清水 1675 25-0074

※金屋第一保育所・清水保育所については、離乳食の対応ができません。

対象となる児童の生年月日

５歳児 平成 28 年４月２日～ 
　　平成 29 年４月１日

４歳児 平成 29 年４月２日～ 
　　平成 30 年４月１日

３歳児 平成 30 年４月２日～ 
　　平成 31 年４月１日

２歳児 平成 31 年４月２日～ 
　　令和 2 年４月１日

１歳児 令和 2 年４月２日～ 
　　令和 3 年４月１日

０歳児 令和 3 年４月２日～

度
途
中
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
方
も
上

記
の
期
間
内
に
入
所
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
家
庭
状

況
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
面
談
を
し

て
、
入
所
判
定
を
行
い
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み（
配
布
・
受
け
付
け
）日
程
で
、

ど
う
し
て
も
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

こ
ど
も
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

開設日時など（場所は「にこにこひろば」以外、子育て支援センター）

あそびのひろば
金曜日 (9 月 3 日・10 日・17 日・24 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00 ～ 11:00
14:00 ～ 15:00

にこにこひろば
（1 歳半～）

9 月 22 日（水）10:00 ～ 11:00（予約制）
※場所は金屋文化保健センター。
　詳細は予定表でご確認ください。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）
詳しくは町ホームページをご覧いただくか、お気軽にお問い合わせください。

●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／ 8 月 26 日（木）8:30 ～

手遊び講座　～お子さんとふれあってあそびましょう～

●日時／ 9 月 8 日（水）
　　　　13:30 ～ 14:30
●場所／子育て支援センター
●講師／杉山江里子さん

ベビーマッサージ＆ママ・ヨーガ
●日時／ 9 月 13 日（水）13:30 ～ 14:30
●場所／子育て支援センター
●講師／喜多典子先生 ( ＮＰＯ法人日本女性生涯支援協会認定 )
●対象／生後 2 カ月くらい～ 1 歳くらいまでの赤ちゃんとママ
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／ 8 月 23 日（月）8:30 ～

お知らせお知らせ
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後
期
高
齢

◆
◆
◆

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
案
内

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場

合
、
1
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
2
0
0

円
以
上
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
を

対
象
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促

進
の
お
知
ら
せ
」
を
8
月
下
旬
か
ら
9
月

上
旬
に
か
け
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の

改
善
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
終
了

し
た
あ
と
に
発
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。

先
発
医
薬
品
と
同
等
の
品
質
・
有
効
性
・

安
全
性
を
持
つ
と
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
開
発
費
が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
先

発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で
提
供
さ
れ
経
済

的
で
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
和
歌
山
市
吹
上
2
丁
目
1
番
22

号 

日
赤
会
館
9
階
）　

☎
０
７
３
‐

４
２
８
‐
６
６
８
８

下
水
道

◆
◆
◆

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

皆
さ
ま
へ

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
次
の
3
項
目
の

維
持
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄

化
槽
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄

化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
点
検
や
調
整
、
薬
剤
の

補
給
・
修
理
な
ど
保
守
点
検
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
は
、

県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）
／
浄
化
槽

は
、
毎
年
1
回
以
上
の
清
掃
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
は
、
町
の

許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）（
浄
化
槽
法

第
7
条
・
第
11
条
）
／
浄
化
槽
は
、
使

用
開
始
後
3
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

5
カ
月
以
内
に
1
回
、
そ
の
後
は
年
1

回
の
水
質
の
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
が
指
定
し
た
検
査

機
関
（
公
益
社
団
法
人
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー
有
田
川
事
務
所 

☎

６
３
‐
6
1
6
1
）
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問

下
水
道
課

年 

金

◆
◆
◆

国
民
年
金
基
金
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
々
が
国
民
年
金
に
上
乗

せ
し
て
加
入
し
、
税
金
優
遇
を
受
け
な
が

ら
積
み
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し
た
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
個

人
年
金
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方

が
対
象
で
す
が
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
や
海
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
加

入
で
き
ま
す
。基
本
は
終
身
年
金
な
の
で
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
全
国
国
民
年
金
基
金
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

全
国
国
民
年
金
基
金
和
歌
山
支
部

　

☎
0
7
3
‐
4
3
3
‐
6
1
0
0

広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと
町議会広報かわらばん
をアプリ「マチイロ」
でご覧いただけます。

App Store ま た は
Google Play からイン
ストールしてご利用く
ださい。利用料は無料。

お知らせお知らせ

424広報ありだがわ　2021.9



6100

献 

血

◆
◆
◆

9
月
の
献
血

●
9
月
16
日
（
木
）

・
有
田
川
町
消
防
本
部 

吉
備
金
屋
消
防

署　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

・
有
田
川
町
役
場
吉
備
庁
舎　

13
時
～
16

時
30
分

●
9
月
25
日
（
土
）

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
有
田
川

店　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
30
分

※
内
容
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
適
宜
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
①
9
月
15
日
（
水
）
ま
で

②
10
月
7
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
①
9
月
25
日
（
土
）
②
10
月

17
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
①
県
民
文
化
会
館 

②
和

歌
山
地
方
協
力
本
部
庁
舎（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（
月
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
県
民
文
化
会
館

●
海
上
・
航
空
自
衛
隊 

航
空
学
生

・
資
格

◦
海
上
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

◦
航
空
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
9
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
20
日
（
月
・
祝
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
27
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）

の
2
日
間

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル

●
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
13
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
23
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
Y
M
C
A

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
6
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
16
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市

宮
崎
町
1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐

６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.

pco-arita@
rct.gsdf.m

od.go.jp

案 

内

◆
◆
◆

上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
の

納
期
限
を
変
更
し
ま
す

令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
10
月
請

求
分
（
9
月
使
用
分
）
か
ら
郵
便
物
の
郵

送
日
数
の
変
更
に
伴
い
、
水
道
料
金
の
納

付
書
払
い
の
納
期
限
を
変
更
し
ま
す
。
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●

変
更
前
／
毎
月
23
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）　　
　

●
変
更
後
／
毎
月
末
（
土
日
祝
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
）

※
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
日
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
月
23
日
（
土
日
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

問

水
道
課

お知らせお知らせ
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き
び
ド
ー
ム
の
大
規
模
改
修

き
び
ド
ー
ム
の
老
朽
化
に
伴
い
、
大
規

模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
施
設
を
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
予
定
期
間

・
9
月
1
日
（
水
）
～
令
和
4
年

（
2
0
2
2
年
）
3
月
31
日
（
木
）

問

財
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
社
会
生
活
基
本
調
査
と
は
／
統
計
法
に

基
づ
き
、
5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
時
間
の
過
ご
し
方
と
、

過
去
1
年
間
の
活
動
状
況
に
関
す
る
調

査
で
す
。

●
調
査
の
対
象
／
調
査
を
お
願
い
す
る
世

帯
は
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
有
田
川

町
で
も
一
部
の
世
帯
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
っ

た
調
査
員
が
対
象
世
帯
を
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

第 27 回 名前の伝え方を紹介します。
自分の名前を手話で表現できるように頑張りましょう！

手話にチャレンジ！「武内」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

①「武」
左手を筒状にして腰に据え、
右手の人さし指と中指を
右上から左下に向かって
下げ、筒状の左手に入れる。

①「内」
左の手の平を胸に向け
揃えた指先を右に向ける。
右手の人さし指で
左手の内側を指す。

近
畿
圏
交
通
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

人
の
1
日
の
動
き
や
交
通
手
段
の
利
用

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
交
通
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
近

畿
2
府
4
県
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
世
帯
に
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
w
e
b

で
の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
調
査
期
間
／
令
和
3
年
（
2
0
2
1

年
）
9
月
～
11
月

問

和
歌
山
県
道
路
政
策
課　

☎
0
7
3

‐
4
4
1
‐
3
1
1
6

編集後記
　こんな広いスペースで編集後記を書くのは初めてな気がします。
８月は雨がたくさん降って（これを書いているときも警報発令中
でした…）、青空ってどんなんやったっけ？って本気で思いました。
映画のように、手を合わせて祈れば晴れるということもなく…。
洗濯物が全然乾かなくてつらかったです。

　さて、今月は防災特集を組ませてもらいました。これを機に、
少しでも防災に興味を持っていただきたいです。今回は「自助」
と「共助」をピックアップしています。自分と家族を守ることは
大前提。その上で「助けられる人」から「助ける人」になりたい
と思います。

（非常持ち出し袋に物が入りきらない　広報担当）

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋文化保健センター）
【やすらぎ福祉課】

□議会本会議
【議会事務局】

2
□健康づくり講座

（城山出張所）
【健康推進課】

□運動教室
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3
□健康相談

（清水保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4 5

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

9
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

10
□議会本会議

（一般質問）
【議会事務局】

11 12

13 14 15 16
□人権特設相談所

（城山出張所）
　【社会教育課】
□献血

（吉備金屋消防
署・吉備庁舎）

【健康推進課】

17
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18 19

20 敬老の日 21 22
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

23 秋分の日 24
□水道・下水道料

金納期限
【水道課・下水道課】

25
□献血

（スーパーセン
ターオークワ有
田川店）

【健康推進課】

26
□健康づくり講座

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

27 28
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29 30 10/1
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2 3

4 5 6
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

9月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
毎年 10 月に開催している「有田川町どんどんまつり」「モン

テ・オウ・コスモス」、11 月に開催している「しみずふるさと
まつり」は、新型コロナウイルス感染症拡大状況を踏まえ、中
止することを決定しました。

ご理解くださいますようお願いいたします。
その他のイベントについても、やむを得ず中止となる恐れが

あります。最新の情報は町ホームページでご確認いただくかお
問い合わせください。

□議会本会議　【議会事務局】

□第 2 期固定資産税納期限【税務課】
□第 2 期町県民税納期限【税務課】
□第 3 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 3 期後期高齢者医療保険料普通徴

収納期限【住民課】
□第 3 期介護保険料普通徴収納期限

【長寿支援課】
□集団検診（金屋文化保健センター）【健康推進課】

□1歳6カ月児健診（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□行政相談所（きび保健福祉センター）
【総務課】
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画
像
は
全
体
に
退
色
が
進
ん
で
お
り
、擦
れ
に
よ
る
剥は
く
ら
く落
も

多
く
あ
る
も
の
の
、眼
光
は
鋭
く
、唇
に
朱
を
さ
し
た
表
情
に
は

生
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
の
表
現
は
、高
野
山
に
伝
来
す
る

弘
法
大
師
像
の
中
で
は
鎌
倉
時
代
の
作
例
に
類
似
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、如
意
輪
寺
の
弘
法
大
師
像
は
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。高
野
山
上
の
作
例
を
除
く
と
、

和
歌
山
県
下
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
う
ち
で
は
最
も
古
い
弘

法
大
師
の
肖
像
画
と
考
え
ら
れ
、大
変
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

現
在
、
近
年
の
調
査
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
優
れ
た
宗
教
美

術
を
紹
介
す
る
企
画
展
が
和
歌
山
県
立
博
物
館
で
開
催
中
で

す
。
如
意
輪
寺
の
弘
法
大
師
像
も
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
機
会
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
県
立
博
物
館
企
画
展
「
き
の
く
に
の
宗
教
美
術
」

期
間
／
10
月
3
日
（
日
）
ま
で

中
野
地
区
に
あ
る
如
意
輪
寺
は
、弘
法
大
師
の
開
基
と
伝
わ
り
、

鳥
屋
城
の
城
主
で
あ
っ
た
畠
は
た
け
や
ま山

氏
と
そ
の
城
代
で
あ
っ
た
神じ
ん
ぼ保

氏

の
菩ぼ
だ
い
じ
提
寺
と
さ
れ
る
真
言
宗
の
寺
院
で
す
。

如
意
輪
寺
に
伝
来
す
る
写
真
の
弘
法
大
師
像
に
は
、
鳥と
ば
ほ
う
お
う

羽
法
皇

が
熊
野
御ぎ
ょ
こ
う幸
の
際
に
寄
進
し
た
と
い
う
寺
伝
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
寺
宝
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
伝
来
の

詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
弘
法
大
師
像
は
、
椅
子
に
座
る
弘
法
大
師
を
絹

地
に
描
い
た
も
の
で
、
向
か
っ
て
左
前
方
を
向
き
、
手

に
は
密
教
で
使
用
す
る
五ご
こ
し
ょ
鈷
杵
と
い
う
道
具
と
数
珠
を

持
っ
て
い
ま
す
。
椅
子
の
下
に
は
靴
と
水
を
入
れ
る
容

器
（
水す
い
び
ょ
う瓶）
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現

は
、
高
野
山
で
弘
法
大
師
が
入
に
ゅ
う
じ
ょ
う
定
す
る
際
に
弟
子
の

真し
ん
に
ょ
し
ん
の
う

如
親
王
が
描
い
た
と
伝
わ
る
「
真
如
親
王
様よ
う

の
大
師

像
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。「
真
如
親
王
様
の
大
師
像
」

は
、
水
瓶
が
向
か
っ
て
右
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
が
、
如
意
輪
寺
の
も
の
は
向
か
っ
て
左
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
珍
し
い
も
の
で
す
。

如に
ょ
い
り
ん
じ

意
輪
寺
の
弘こ
う
ぼ
う
だ
い
し
ぞ
う

法
大
師
像

如意輪寺 弘法大師像
縦：111.8 ㎝　横：78.2 ㎝
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